
水龍堂 水
中
ド
ロ

ン
で
独
自
の
存
在
感

オリジナルの水中ドローン「龍頭」と佐藤代表

●株式会社水龍堂
□所在地東京都大田区羽田１丁目の
□電話・・
□ホームページhttps://suiryudo.com/
　【会社概要】
　観測機器の専門商社などに勤めていた佐藤友亮代表が
年に設立。水中ドローンだけでなく海洋調査機器の開
発、販売、レンタル、コンサルティングなども手掛ける。
年度の第回大田区新製品新技術コンクール奨励賞。株
式投資型クラウドファンディングでも高い評価を得た。

　
東
京
都
大
田
区
の
町
工
場
が

立
ち
並
ぶ
一
画
に
水
龍
堂
の
オ

フ

ス
兼
作
業
場
が
あ
る

代

表
で
あ
る
佐
藤
友
亮
氏
が
２
０

２
２
年
に
立
ち
上
げ
た
水
中
ド

ロ

ン
な
ど
海
洋
分
野
の
機
器

を
扱
う
ベ
ン
チ


会
社
だ


オ
リ
ジ
ナ
ル
の
水
中
ド
ロ

ン

の
製
作

販
売
な
ど
で
独
自
の

存
在
感
を
発
揮


年
度
に
は

大
田
区
の
新
製
品
新
技
術
コ
ン

ク

ル
で
奨
励
賞
を
獲
得
し

た

業
績
も
順
調
で

佐
藤
代

表
に
よ
る
と
﹁
黒
字
化
も
秒
読

み
﹂
段
階

企
業
規
模
拡
大
も

視
野
に
入
り
つ
つ
あ
る


　
同
社
が
展
開
す
る
水
中
用
ド

ロ

ン
﹁
龍
頭
﹂
は

最
大
潜

水
深
度
３
０
０

を
誇
り

ユ


ザ

の
要
望
に
応
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可

能

主
に
湖
水
や
河
川
で
の
利

用
を
想
定
し
て
お
り

標
準
装

備
の
カ
メ
ラ
に
加
え

ソ
ナ


や
赤
外
線
カ
メ
ラ

音
波
を
使


て
水
中
で
位
置
を
測
位
す
る

Ｄ
Ｖ
Ｌ
な
ど
多
く
の
オ
プ
シ


ン
を
設
定
し

幅
広
い
用
途
に

対
応
可
能

画
像
鮮
明
化
装
置

と
セ

ト
で
導
入
す
る
と

浮

遊
物
の
多
い
湖
水
な
ど
で
も
明

瞭
な
画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き

る

現
在

さ
ら
に
大
型
化
し

た
新
型
機
の
開
発
も
進
め
て
い

る
と
い
う


　
同
社
は
水
中
ド
ロ

ン
以
外

に
も
水
中
光
通
信
装
置
や
水
中

ナ
ビ
ゲ

シ

ン
ソ
フ
ト
の
開

発
支
援

他
の
既
存
機
種
の
改

修
な
ど

水
中
調
査
に
関
す
る

業
務
を
幅
広
く
手
掛
け
る



年
以
上
に
わ
た
り
こ
の
分
野
に

携
わ
る
佐
藤
代
表
の
専
門
知
識

を
生
か
し

顧
客
に
合

た
コ

ン
サ
ル
テ

ン
グ
サ

ビ
ス
を

提
供
す
る


　

年
度
に
大
田
区
の
新
製
品

新
技
術
コ
ン
ク

ル
で
獲
得
し

た
援
助
を
使
い

本
年
度
は

﹁
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Ｘ
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Ｏ
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０
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４
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第
６
回
建
設
・
測
量
生

産
性
向
上
展
﹂
な
ど
の
展
示
会

に
も
積
極
的
に
出
展
し
知
名
度

を
高
め
る

５
月
に
は
投
資
型

ク
ラ
ウ
ド
フ

ン
デ

ン
グ
の

﹁
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
﹂
に
登

場

注
目
を
集
め
２
５
０
０
万

円
を
調
達
し
た

会
社
設
立
時

の
計
画
を
上
回
る
勢
い
で
順
調

に
業
績
を
伸
ば
し
て
お
り

黒

字
転
換
も
近
い

今
は
佐
藤
代

表
が
１
人
で
切
り
盛
り
し
て
い

る
が

黒
字
転
換
後
は
従
業
員

を
雇
用
す
る
な
ど
会
社
規
模
の

拡
大
も
考
え
て
い
る
と
い
う


　
も
と
も
と
測
量
・
調
査
機
器

の
専
門
商
社
で
働
い
て
い
た
佐

藤
代
表

海
洋
観
測
機
器
が
海

外
メ

カ

ば
か
り
で
あ
る
こ

と
を
﹁
ど
う
に
か
し
た
い
﹂
と

思

て
い
た


年
に
海
洋
観

測
機
器

調
査
を
専
門
と
す
る

別
会
社
に
移

た
後
も

も
の

づ
く
り
に
対
す
る
思
い
は
衰
え

ず

独
立
し
て
自
分
の
会
社
を

立
ち
上
げ
た

海
洋
立
国
と
し

て
﹁
日
本
国
内
の
も
の
で
︵
海

洋
調
査
を
︶
や
り
た
い
﹂
と
い

う
の
が
今
で
も
信
条
だ


　
日
本
Ｒ
Ｏ
Ｖ
協
会
の
会
長
も

務
め

海
洋
観
測
分
野
で
独
自

の
存
在
感
を
放
つ
佐
藤
代
表
だ

が

意
外
に
も
﹁
海
よ
り
山
が

好
き
﹂

将
来
は
﹁
海
洋
だ
け

で
な
く
山
の
仕
事
に
も
チ

レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
﹂
と
意
欲
は

ま
だ
ま
だ
底
が
見
え
な
い

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